


はじめに

九州経済産業局では、グローバルな経済交流を地域の活力にすべく、中
小企業の海外展開支援や留学生等グローバル人材の活用促進等を通じて、
九州経済の国際化の推進に取り組んでいます。

これらの取り組みを進めるため、九州における貿易、投資、人的交流の動向
等の国際化に関する情報を整理・分析し、この度、「九州経済国際化データ
２０２０」として取りまとめました。本資料は、「九州経済の基礎データ」、「九州
と世界の貿易」、「九州と各国・地域の貿易」、「九州の産業別貿易動向」の
４部で構成されています。

２０２０年の我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による世
界的な経済活動の停滞という、全く新たなパラダイムに直面することとなりました。
グローバルな規模の各経済活動の制限により、生産や雇用をはじめ、各方面
への悪影響の拡大や長期化が懸念される状況です。

今後は、新型コロナ危機の克服や、国内・国際経済の構造転換を図る取り
組みを進めていく必要があります。

予測が難しい大きな変化の中ではありますが、本資料により、九州の貿易動
向や、投資・人的交流など国際関連の状況を把握いただくとともに、海外ビジネ
スや国際交流に取り組まれる方々の基礎データとしてご参考いただき、皆様方
の一助となりましたら幸いです。
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（１） 年次は特記しない限り、暦年(1月～12月)を示す。

（２） 貿易の図表は特記しない限り、輸出入額に関しては財務省「貿易統計」(輸出は
FOB、輸入はCIF)及び門司税関提供による統計資料、その他に関しては経済産業省
資料に基づき九州経済産業局にて作成したもの。

（３） 品目分類は財務省貿易統計の概況品コード（財務省貿易統計ホームページに掲載
されている）に準拠する。詳細は巻末資料3の「品目分類表」を参照。

（４） 統計数値は原則として四捨五入のため、合計と若干の差異が生じる場合がある。

（５） 金額単位のドルは特記しない限り、ＵＳドル（米ドル）を示す。

注 意 点

用 語 の 解 説

（１） 「国」は、地域を含む場合がある。

（２） 「全国」は、「九州」の数値を含んでいる。

（３） 貿易統計での「九州」とは、特記しない限り九州7県の各港(港湾及び空港)を合
算したものを示す。

（４） 「アジア」や「ASEAN」等の地理圏・経済圏は、巻末資料２の「地理圏・経済圏
の分類表」を参照。

（５） 「全国比」とは、日本全国の数値に占める九州の割合を示しており、単位は％。

（６） 「寄与度」とは、貿易統計において（前期との差額）÷（前期の輸出または輸入
総額）で算出され、当該項目の増減が輸出または輸入の総額の変動にどれくらい影
響するかを示す。単位は％。



自動車： 輸出コード ７０５０３
輸入コード ７０５０１

自動車の部分品： 輸出コード ７０５０５
輸入コード ７０５０３

半導体等電子部品：輸出コード ７０３２３
輸入コード ７０３１１

鉄鋼： 輸出コード ６１１
輸入コード ６１３

船舶類： 輸出コード ７０５１３

食料品： 輸出・入共通 ０、１、４

※ただし、生きた動物 ００１
飼料 ０１７
加工油脂（ろう）４０５
たばこ １０３ を除く

鉱物性燃料： 輸入コード ３

産業別分類（概況品コード）の考え方について




